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は　　じ　　め　　に

　第二次大戦後の我が国の努力はすべて“開発”にむけられた。国土開発，地域開発，都市

開発，森林開発さらに観光開発とすべての開発こそは錦の御旗であった。その結果が少くと

も表面上はGNPも世界第二位（共産圏を除く）まで向上させた。大都市や新産業コンビナ

ートにおける鉄，セメントなどの非生物的資材とエネルギーの消費量が指標するようにせつ

な的な生活環境は急速に向上した。現在の経済生活も豊かになった。そこでは自然の資源も

エネルギー資源も無限と錯覚されていた。

　色々な理由でいわゆる開発の一番手に乗りおくれた地方公共団体や地域住民は一日も早く

森林開発，道路開発，産業開発によって，たとえせつな的でもより便利で機能的で経済的に

めぐまれた生活環境の改善をもとめて努力している。

　とどまるところを知らないせつな的な人間のその時々の生活の向上を求めての努力が持続

的な生物の一員としての人間の生存環境の枠をこえたときに善意の開発も環境の破たんをも

たらしている。

　最近の環境問題に象徴される，局地的にはすでに人間の生命にまで影響を与えはじあてい

るいわゆる公害や，我々の時代にはまったく復元が困難なような自然破壊は一面的な開発産

業発展に伴うきわめて危険な面といえる。

　とくに奄美大島の名瀬市のように市民のこれからの経済生活も含めた生活および生存環境

がかぎられた郷土の自然遺産であるかぎり，開発にはきわめて慎重でなければならない。我

々がよりめぐまれた文化豊かな生活を望むためには今後もある程度の自然の利用も開発も行

わなけれぽならないだろう。

　しかし，今まで我が国各地で20年闊行われたような一面的な便利さや経済性だけを指向し

た開発によってかけがえのない郷土の自然を破壊することは許されない。このようなやり方

は経済サイドだけから考えても少し時間を長く考えれば，きわめて愚かなやり方である。

　どんな下手な商売をやっても祖先が残してくれた遺産をくいつぶしている間は外見的に

は，はなやかな活動にできる。しかし復元が不可能な，あるいはきわめて長い時間を要する

ようなかけがえのない自然遺産が開発によって失われたあと，住民は一体何を資本に生活し

てゆくことができるか十分考える必要がある。　　　　　，

　幸いにも奄美大島第一の人口密度をもつ名瀬市にはまだ金作原のスダジイ原生林や赤崎の

海岸の一部のように見事な自然や自然景観が残されている。

　間違いの少い新しい開発とは今までのいわゆる公害発生型，霞然破壊型の産業活動や無秩

序な山岳道路建設，森林伐採ではない。
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　まず生命集団の側から自然の許容能力を総合的に調査・研究・診断し，自然の許容能力の

枠内で自然の保護，生命の保証を前提とした慎重な開発や産業の発展がのぞまれる。

　幸いに先晃性のある大津市長と市の企画室では将来の自然保護を踏まれた慎重な名瀬市の

発展のために努力されている。同市の御依頼により，我々は1970，1971年度の丸ニカ年にわ

たり赤崎自然公園予定域，金作原国有林を中心としながらも市内全域の詳細な現地踏査を主

とした本格的な植生調査と植生図の作製を行うことができた。

　我々の研究成果が単に生態学や隣接科学の発展に寄与するぽかりでなく，さらに新しい名

瀬市の環境保全，自然保護を前提とした自然利用の基礎的診断図として，また処方箋として

役立つように期待したい。

　本調査を依託され，つねに激励，援助をいただいた名瀬市の大津鉄治市長，企画室の川畑

室長，関主査をはじめお世話になった皆様に厚く御礼申上げたい。また奄美大島出身で，と

くに新しい保全と開発の調和をはかるためにこの種の研究の必要性を理解し積極的に現地調

査も含めて御援助をいただいた基俊太郎氏に心より謝意を表したい。同氏は本研究の推進老

であった。

　さらに本調査研究は丸2ケ年間現地調査だけでも5回延230日にわたった。その聞きわめ

て多くの方々に野外調査，室内でのまとめに御協力いただいた。

　お世話になった名瀬市の方々，故玉城松栄助教授をはじめとする琉球大学関係者の新城和

治，島袋宏，属越国昭の諸氏，横浜国立大学助教授奥田重俊氏も謝意を表したい。横浜国立

大学丸払政夫教授には学名の校正を載いた。記して厚く御礼申上げたい。


